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１．はじめに 

前報では、小型脱気筒を用いて送風実験（脱気筒；

㎜、高さ 55 ㎜

気筒を設置することで送風時に防水層内圧力が減圧さ

れ、これによって耐風性能が向上ることを報告した。

本報では、脱気筒を原寸大にスケールアップして同様

の実験を行い、耐風性能における脱気筒の効果を検証し

た結果について報告する。

２．実験方法 

2-1 試験体 

試験体の概要を図

レタン塗膜系通気緩衝工法とした。脱気筒は

に１個設置する

その形状・寸法を

の位置に設置し、差圧計（圧力レンジ；

は a～k の位置の

間に設置した。

表１

種類 

仕上塗料 ２液反応硬化型アクリルウレタン系

ウレタン防水材 ウレタンゴム系高伸長形

通気緩衝シート 複合タイプ

プライマー 湿気硬化型ウレタン系

 

2-2 送風装置 
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シートの通気抵抗の影響は、無視し得ることを確認 

した。 

3-2 脱気筒の個数および位置の影響 

  大型送風機は３台とも稼働させ、風速はそれぞれ 

10m／sec 一定にした。機能させる脱気筒の個数およ 

び位置を変え、送風開始から約 20 秒後の差圧計数値 

を読み取った。 

 ■脱気筒を全て塞いだ場合では、防水層内は僅かに 

  負圧になった。（図 3） 

■脱気筒 X のみ開放した場合（図 4）のみ防水層内圧 

力がやや高くなっているが、その他の場合は脱気筒 

の開放数や開放箇所に関わらず、防水層内圧力はほ 

ぼ一定であった。（図 5～8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 脱気筒に作用する風速およびキャップの影響 

  すべての脱気筒を開放し、表３の条件に従って送 

風した。条件３については「キャップあり」の脱気 

筒を用いた。 

■防水層内圧力は、直上の脱気筒に作用する風速にほ 

 ぼ比例していることがわかる（図 9 および 10）。ま 

た、脱気筒のない中間部の防水層内圧力は、脱気筒 

のある左右の測定値のほぼ平均値になることを確認 

した。（同図 d,h） 

■キャップの有無の影響を比較すると、キャップあり 

の場合では、防水層内圧力は同様に風速に依存して 

いるものの、防水層内における圧力低下はキャップ 

なしの場合より著しく緩和された（図 9 と 11 の比 

較）。キャップにより、脱気口に作用する風速が弱 

められたことによるものと考えられる。 

表３ 送風条件 

 
キャップ 

風速（ｍ／sec） 

X Y Z 

条件１ なし 15 10 5 

条件２ なし 15 5 10 

条件３ あり 15 10 5 

 

４．考察 

図 12 に 2016 年度に発 

表した小型送風試験（小 

型脱気筒）と今回実施し 

た送風試験（原寸大脱気 

筒）のキャップなしの脱 

気筒を用いた試験結果を 

示した。 

両方とも脱気筒先端部 

に作用する風速に比例し 

て防水層内圧力は減圧さ 

れた。 

但し、今回実施した原 

寸大脱気筒を用いた送風 

試験の方が、前回の送風 

試験比べ防水層内圧力の 

減圧効果は小さかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

■前回の小型脱気筒を用いた実験と同様、原寸大の 

脱気筒を設置した場合においても防水層内圧力は 

減圧された。また、減圧効果は脱気口の風速に影 

響されることが分かった。 

■防水層内圧力はキャップの有無に関わらず減圧さ 

れる。但し、減圧効果は異なるのでキャップ形状 

に影響される。 
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図 11 条件３(キャップあり) 
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図 9 条件１(キャップなし) 
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図 10 条件２（キャップなし） 
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図 12 脱気筒の違い 
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